
















その地域の固有性、すなわち生態から話 していくのか とい う両派があって、いつもこれが言い
争 うことになる。 とい うか学者には皆得手、不得手がある。私はどうも連関とい うのが下手で
ある。下手でもいいと私は思っている。と言いますのは、川勝さんは生態から人は離れるのだ、
っま り人は猿 と違 うし、ねずみとも違 う、人間には文化があるんだ、とおらしゃる。 この事 自
体がまた非常に大きな問題になると思 うのだが、このことはまた別に機会があったらお話 しし
たい。ただ、いずれ にしても川勝 さんの話は大変お もしろかった。全てが東南アジアか ら発 し
ていって、今又東南アジアへ投げかえされているという点が大変面白かった。 これを経済のタ
ームで話 された。ただ、東南アジアそのものの本質は どんなものか、とい う話はあま りなかっ
たように思 う。それで私はその点に目を向けて見たい。陣内さんのお話にも少 し反論 したい と
考えている。地中海世界には町でも、ある種び しっとした形式があると言われた。アゴラ、ア




レジュメに したがって私のヨー ロッパ像をお話ししてみたい。そして、やは り最後には東南
アジアと比較 して、ヨーロッパ と地中海がどう違 うかとい う点に持っていきたい。私は ヨー ロ
ッパと言って、最初アルプスの北のことを考えてい瓦 途中で応地 さんが地中海 も入れた方が
よい、とおっしゃったので、ここではヨーロッパに加えて地中海を入れた。地中海 とヨーロッ
パは全然違 うと私は思っているので、私が両者に対 してどうい うイメージを持っているか とい
うのもレジュメには書いた次第である。
地中海 とい うのは私のイメージはものす ごく大きなオ リエン トに対す る小 さい港群である。
彼 らは巨大なオ リエ ン トにや られたら困るという感 じが強 くあったのではないかと思 う。 さき
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ほどもペルシャ戦争の話があったが、そこでも巨象のようなオ リエン トに対抗する小さなギ リ
シャの港町、その港町の人達が持っていた恐怖心 というものをひしひ しと感 じる。逆に、やが
て巨大なオ リエン トが弱 くなっていくと、あそこに行って食糧を手に入れよ う、あの巨象を食
いちぎ りに行こ うとい うようにハイエナみたいになるのではないかとい うのが私の地中海 に対
するイメージである。その次の時代 とい うのは、ヴェネチア、ジェノヴァの時代である。 この
時代 もやは りオ リエ ン トを意識 している。 この時期はオ リエン トとい うよりは正確にはイスラ
ームである。そのイスラームを強烈に意識 している。ヴェネチアは、未開の ヨー ロッパ と発達
したイスラームの間に入って運び屋 となった港ではないか と思 う。図11に は、オリエン トを
描きその下にイスラームを書いている。その外側にこれ に対抗する地中海世界都市国家群を描
き入れている。
ヨーロッパはそ うい う地中海の伝統を引き継 ぐといわれている。このヨーロッパ とい うのは
一つ としては捉えられないだろう。 さきほど16世 紀ぐらいか ら、陸指向と海指向がでてきた
とおっ しゃったが、私のイメージもこれによく似ている。カ トリック圏の地中海文化、つま り
ラテン文化が最初に入ってくるところが、フランスだと思 う。この現象に対 しても私は生態 を
考えている。マルセイユからローヌ川にそって北上すると盆地がある。これがフランスになる。
そ してその東にはゲルマンの世界がある。 ここは、山がちな森の世界である。 フランスを越 え
て北や西にいくとオ ランダ、イギリスなどの海の世界がある。代表的なものとしてはこのフラ
ンス、 ドイツ、イギ リスの3つ を考えている。 ラテ ン文化が入っていきて根をはるのがフラン
スで、そこではルイ14世 の時代には宮廷文化 とい うものを中心にして、これ こそ高級文化だ
とい うものを確立す る。 これはラテン文化の2次 センターだと私は考えている。森の世界たる
ゲルマン、海の世界のイギ リスは どう考えているかとい うと、ゲルマンはルイ14世 の時代ぐ
らいまでだとやは り森の中に集落があって、領邦国家を作っていた。 これはフランスの絢燗 と
しているが堕落 していく文化 を見て、 これはいかんというロマン主義を確立していっていた。
他方、海の方では、アムステルダムあた りで産業を軸に経済発展 をしていく海の人達がいた。
これは後にイギリスにつながっていった。 このように、環境に応 じて、しかもそこに歴史的な
プロセスがあるのである。そ してやがて国民国家 というアイデ ィアができてしま うので、こう
い う文化圏は国民国家とい う固い殻を持ったものに変わっていく。 しか し、ここに一貫 してあ
るのは、オ リエン ト、イスラーム圏に対抗 しなければな らない、自分達の国を守 らなければな
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らないとい うものであった。 ヨーロッパの個とい うのが私にはよくわからないのだが、その背
後にはこの対抗意識があるのかなと思っている。守らなければならない個がある。その二っが
近代に入った時に、結局は国民国家という殻の硬い幾つかの政治的なまとまりになったのでは
ないか、そ うい うふ うに私は見ている。
さて、東南アジア とい うのはどうい う像を結ぶのか?こ れは ヨーロッパ、地中海世界とは全
く違 う。まず、個とい うものもない。敵に対抗するとい うこともない。む しろ、緊張が少な く、
そのかわりぐじゃぐじゃの世界ではないか と思 う。 ところで、20世 紀末の今 日の東南アジア
を大局 的に見た時に ど うい うふ うに理解 した ら良い のか と申 し上げ ると、それ はやは り
ASEANとい うものが中心だと思 う。ASEANとい う共同体がある。国の連合だが決 して固い
条約な どで縛 られた ものではなく、いわば国同志の隣組みたいなものがある。 これは実質的に
は海民の生活圏である。それが図11に あるようにもや もや と広がっている。そ して、その周
辺に3っ 中心の しっか りした社会がある。Vの ヴェ トナム、Bの ビルマ、それにJの ジャワで
ある。
ヴェ トナムは中国に苦 しめられながら、中国に対抗 しなければな らなかった。 しか し、この
周辺では、カンボジアを破 り、小中華である。念のため私が言っているヴェ トナムはハノイを
中心 とした北 ヴェ トナムである。南ヴェ トナムは入れていない。南ヴェ トナムは北ヴェ トナム
が侵略 したよその国である。 この北 ヴェ トナム小中華はなぜできたかとい うと、紅河デルタと
い うのがあって、米がた くさんできたからである。それでそこだけ人間がワー と増えた。漢書
には100万 とでている。嘘か本当かわからぬがともか くたくさんの人がいた。 ビルマは上 ビ
ルマを中心 としたイ ラワジの中流域には農業に適 した地域がある。そこが水田地帯になってい
る。イン ドに似た水 田地帯拙 そこに農民集団が入 ってくる。 もともとはチベ ットから入 って
きた。チベ ットの好戦的で強い集団だった。チベッ トで築いてきたある種の価値観 と上 ビルマ




なくとも6世紀になるとヒン ドゥーの巨大寺院ができる。そ うい う所である。それ以後一貫 し
て、火山山麓を豊かな農地にして、そ こは燦然 と輝 くイン ド・ジャワ文化 ともい うべきものを
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花咲かせた。 そのイン ド・ジャワ文化 は宮廷文化 というべきものを有 していた。デヴァラジャ
がい起 デ ヴァラジャ以下平民まで五段階の敬語体系を持っ文化 を作った。そ して彼 らは周辺
のジャングルの民を見下 している。例 えば、俺らは生野菜など食べない、野菜は必ず煮て食べ
るといって、周辺の生野菜を食べるスマ トラの人達などを馬鹿にす る。あるいは、まわ りに魚
が一杯いるのに食べない。まわりの人はそれをスープで食べた りするが、ジャワの人にとって
はそれはだめである。彼 らは食べるのならディープフライである。魚のスープなんて、あんな
魚臭いもの食えるか、とい う調子である。また、米が違 う。まわ りの人々は焼畑民でもち米を





に、町といってもせいぜいが1万 に達するか達 しない といった、いわばひなびた世界である。
このひなびた世界 とい うのは、具体的には、多島海である。そ して、そこにある島はほとん
どが熱帯林で覆われている。熱帯林の中に入ったら死ぬので、人々は森の外に住んでいる。陸
ではなく、マングローブの外側に住んでいる。海の中に棒を立て、その上に家を作って住んで
いる。その家、集落その ものも50年 も続いた らいい方である。 よく動く。なぜ、動くのか と
い うと、ここでは農業をしないので、 さきほど話が出ていた香料 を中心とした物産の採集だか
らである。資源が枯渇するともっと豊かなところに動いてい く。 この小人 口で、動いている世
界、これが本当の東南アジアの中心である。こんなところなので、国ができない。
第二次世界大戦後は国家建設が進ん旭 東南アジアには10ヶ 国ができた。 しか し本当のこ
とをい うと、こうい うところは、基本的には国を作るには不適当なところなのである。 なにせ
マ ングローブの先に家を建ててうろつ きまわっている人達がいる地域である。 ヨーロッパ風の
国家を作るには不適当危 これがASEANなのである。 もう少 し正確に言 うと、そ うい う小 さ
い集落の散在する中に、所々に少 し大きめの港がある。大きな港はバンダル と呼ばれ る。小 さ
い集落はカンポンと呼ばれる。ASEANはバンダルとカンポンの世界なのである。そのバンダ
ルは この東南アジア地域だと10箇 所ほどあると考えてよさそ うである。カンポンは何千 もあ
るだろ う。
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バ ンダル とは何か とい うと、極端にいえば外国人が作った港町である。普通はイスラームの
商人が作った。ある時はペル シャ人、ある時はアラビア人が作った。 そこにはモスクを建て、
イスタナ(宮 殿)を 建て、港 やバザールをつ くった。陣内さんが言われたイスラームの機能 を
一応持った港町である。 しかし、はっきりいうとこれは他国者の世界である。東南アジアの港
町とは言 うが、インターナシ ョナルなネッ トワークの中で生きる人達、他国者の拠点なのだ。
ところが、カンポンの住民とい うのは違 う。 うろうろしている地元の人達の集落である。 この
人達がお もしろい。 この人達の生活を見ていただきたい。地中海の人達などとは全く違 う。例
ネば、ギ リシャ人はポ リスをつくり、その中心のアゴラで演説をするエ リー トとい うのがいて、
彼 らは投票をす る。民主主義 とい う型 もある。 ところが、カンポンとい うのはそんなもの と全
く違 う。 カンポンには集落の形 もなければ、選挙などのルール もない。 また、巨大なるオ リエ
ン トに対抗 しなければならないから一致団結 しようなどといったことも全 くない。一人ずつの
人が自由に動いている。第一、一箇所 には定住 しない、渡 り歩いてそして現役を終わって しま
う。老人になったところでやっと定着する。彼 らにいわせるとこれが人生の理想である。




てくれる。そ うい う超俗的な力を持ったものが強い、と考えられている。男は森の中で修行 に
修行 を重ねて、自分を清 く、強 くする。その結果神にかわいがられる人間、神から見て美 しい
人問になる。それが強いとい うことである。神が加護 して くれるからそ うなるのである。そ う






れ らは、 ヨーロッパが持っている堅固で定式化 された社会の仕組み とは全く違った仕組みであ




とイン ドがある。 それはちょうどヨー ロッパの東にオ リエン トがあり、後にはイスラームがあ
った とい うのと同 じ規 その中国は中華世界 とい うのを作っていた。ある意味では東南アジァ
はその中華世界の周辺化であった。 中国の人達はそ う言った。 中国の方か らすれば天子を認 め
るか どうかが重要だったのである。 中国の人達は東南アジアの連中も中国の天子を拝んでいる
と思っていた。だが、東南アジアの人にとってはそんなことはどうでもよかった。それで、認
めるとい うことにしておこうとい う生き方をした。彼 らにとっては巨大権力など、どうでもよ
かったの蔑 もっと個人ベースで生きている。 こうい うことだか ら、同 じ海の民といって も、
あのペル シャ戦争のようなことはや らない。ペルシャが攻めてきて、サラミスの海戦をや らな
ければな らない、 とい うようなことは、東南アジアには全くなかった し、今後 もそ うい うこと
はあ りそ うにない。なにか、もやもや として捉えどころが全く理解 してもらい難いかもしれな
いが、東南アジアのバ ンダル ・カンポン世界とい うのはそ うい うものなのだ、
それか ら、もう一つイン ドとい うのがある。 これ との関連も見ておこう。イン ドとい うのは
大文明圏で、確かに東南アジアのイン ド化 とい う現象を起こしている。東南アジアはイン ドの
影響を受 けている。 しか し、よくよく見ると東南アジアの本性を変えてはいない。イン ドか ら
何が来たかとい うと、石造の寺の建設 とかそ ういうものが来ているだけである。最 も大事なカ
ース ト制 とい うのは導入 されていない。すなわち、一般民衆の生活には影響がない。精神文化




それ ともう一つ、バ ンダルにいる異人達は、また別種の特質を持ち続ける。彼等はあま りえ
らそ うなことを言っていた らまわ りからや られるので、柔軟に生きのびていくとい う処世術 を
身につけてい く。へいヘーと、頭を下げといた方が得ではないか、とい うことで、 「柔よく剛
を制す」の知恵がある。私は近江商人なので、そこのところはよくわかる。近江商人とい うの
は、お侍が来るとへいヘーともみ手 しているが、あれは何も侍に負けているわけではない。あ
あしておいた方が有利だか ら芯 バンダルの人達もそ うい うところがある。考えてみると、そ
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うい うものがあらねば、世の中はぶっか りあってけんかばか りになる。 ああい う柳 に風がある
ので、 うまくいっているのでないだろうカ㌔




しゃった。確かにイスラームはネ ットワーク型であるが、東南アジアのネ ットワークはこれ と
違 うと思 う。 もっ と本質的にネッ トワーク的旭 イスラーム社会が商業ネ ッ トワークとい うも
ので特徴づけ られるとしたら、東南アジアのそれはもっと生活全体がネ ッ トワーク的規 第一
に個人が動いている。そ して、その都度新たなるネッ トワークを作っていく。 レジュメにはネ 、
ッ トワークではなく、ネットワーキングと書いている。常に作 り変えられ る融通無碍の関係、
それをネ ッ トワーキングといっているのである。これは立本さんの用語である。地中海のネッ
トワークと東南アジアのネッ トワーキングはこ うして違 う。 ここはなかな力難 しいのだが、そ
このところを理解することが極めて大事である。別の言葉で言えぱ、がっち りと形 を決めて し
ま う自形性 と他人まかせの他形性みたいなものになると考えている。
北ヨーロッパでは森の中に町ができた。森 と町であるとさきほど陣内さんがおっ しゃった。





しそ うなところは、さきほど申したよ うにヴェ トナム、ビルマ、ジャワだけである。他のとこ
ろでは、国は作ってみてもあるが、実際はもっとアモルファスとい うか、もっとボーダー レス
とい うか、男の美学で動いている個人とバ ンダルの経営者が織 り成す融通無碍の世界である。
それがASEANだ と思 う。 ヨーロッパ と東南アジアの対比を象徴的に示そ うとすれば、それは
近代国家対アモルファスなASEANだと言える。次に資源量の問題がある。 ヨーロッパの貧 し
い資源、東南アジアの豊かな資源 というのはさきほどから話題になっている。東南アジアはや







陣 内 私の話 し方が誤解 を受 けた面がある
かもしれない。東南アジアの融通無碍で、だ
けれ どもうまくできているとい う点はよく
わかる。その点では ヨーロッパ とかな り違 う
と思 う。 しかし、私 もイスラーム、ヨーロッ








紀初頭 の植 民地都市 とか 日本の明治以降の








う違 うのか、そ して同 じ地中海の中で、イタ

















角 山 陣内 さんのお話は地中海 に焦点をあ
て られていた。高谷 さんもヨーロッパと地中
海を二っ鴎1」された。 しか しなが ら、高谷 さ
んの レジュメの3番 目、二っの地域の比較 と










ろ うか?ぐ じゃぐじゃとい うのはよくわか
るが。 ぐじゃぐじゃ として停滞 しているのか、
ぐじゃ ぐじゃとして発展 しているのか、その
辺のところをはっきりしていただきたい。発
展す るのであれば ど うい う発展を してい る




ぐじゃ ぐじゃとしなが ら。川勝 さんのい うよ
うに太平洋時代に乗 り出す と思 う。しかし、
それはせんといてくれ、それの方が東南アジ
ア的ですよ、とい うのが、私のイメージです。
角 山 発展はす るけれ ども、発展 してもらっ
た ら困るとい うことだろうか?
高 谷 そ うい うことです。
角山 それはどうい う発展ですか?
高 谷 経済発展
角 山 高谷 さんの話でどうして工業化がで
てくるのだろ うか?ヨ ーロッパには工業化
が出てくる論理がちゃん とある。高谷さんの
言 う:東南アジアには工業化 へ発展す る合理
的な要因がない。それならば、どうして現在
のような工業化がでてくるのか?
















て、ものす ごく伸び鵡 シュ リーヴィジャヤ
とい うのが次にある。 これは8～9世紀 そ
の次はマラッカの時代』そ うい うふ うに幾っ
かの波があって、その都度大発展 している。
だが、いずれの場合 も担い手はみんな外国人






性を ものす ごく発揮 して発展す るのではな
いかと考えられる。いわゆるシンガポール型
であろ うカ㌔ ジャカルタがすでにそ うなって
いると考えてよいだろう。
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